
----市の人口と世帯数--．…‘

2月1日現在 前月比

人口 31，797人 (+24) i

男 15，587人 (+7) i
女 16,210人 (+17) |

世帯 8，769世帯 （＋4）

岡野和代さん

珠算コンクールで日本一に
さる、 12月3日の日本珠算津萌主催による珠算通信

コンクール大会で、岡野和代さん（高中3年）＝東本

町1の65＝が、中学3年の部で全国一位という偉業をな

しとげました。

また、岡野さんは、さる2月11日に、珠算では最高位

の10段位(4種目）認定試験に挑戦し、みごと10段位

となり、すでに認定されていた暗算などの10段位をふ

くめて、珠算の種目では、すべて最高位の成績となり

ました。

岡野さんは、小学5年の8月に土浦市から当市内の珠

算塾に通い続け、 6年生になって、両親とともに当市

へ転入。以後わずかの間にめきめき上達、珠算国際親

善大会には2回日本代表として出場しています。
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高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう
元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

’ ’，

、

ー■
■
■
■
凸

１
１
１
１
１

珠算仲間に囲まれて暗算の練習をする岡野さん▼

幸寺

L三

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサーヒス「市政案内」は（3） 1151.1152です‐



市報たかはぎ (2）(第228号）

市
の
水
道
料
金
が
、
４
月
１
日
か
ら

改
正
に
な
り
ま
す
。
こ
の
水
道
料
金
は

さ
る
、
妃
年
４
月
か
ら
給
水
業
務
を
は

、

じ
め
て
以
来
６
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
る

も
の
で
、
２
月
過
日
の
第
１
回
臨
時
市

議
会
で
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
改
正
に
な
る
新
し
い
水
道

料
金
や
、
水
道
事
業
の
あ
ら
ま
し
を
紹

介
し
ま
す
。

口
一
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水
道
は

ば
く
大
な
費
用
と
労
力
が

水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
す
ぐ
に
流

れ
出
る
水
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
ふ
だ

ん
、
な
に
げ
な
く
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
の
使
用
量
は
、
人
口
の

増
加
、
水
洗
便
所
、
洗
た
く
機
、
冷
暖

房
機
の
普
及
な
ど
、
生
活
水
準
の
向
上

に
よ
っ
て
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

現
在
当
市
の
給
水
人
口
は
、
１
万
６

千
人
で
、
３
万
市
民
の
半
数
が
市
の
水

道
を
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
水
を
供
給
す
る
市
の
水
道

事
業
は
、
浄
水
場
で
き
れ
い
に
し
、
消

毒
し
て
、
清
潔
で
安
全
な
飲
み
水
に
仕

上
げ
る
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
費
用

へ
、
）

年
ご
と
に
増
え
る
水
量

市
民
の
半
数
が
市
の
水
道
を

水
道
事
業
は

独
立
採
算
制

水
道
事
業
の
経
営
は
、
独
立
採
算
制

を
建
前
と
し
て
い
ま
す
。
地
方
公
営
企

業
と
し
て
市
が
経
営
し
て
い
ま
す
が
、

会
計
は
市
の
一
般
会
計
か
ら
完
全
に
分

離
し
、
水
道
事
業
独
自
の
収
入
（
水
道

料
金
、
工
事
料
金
な
ど
）
と
国
な
ど
か

ら
の
借
入
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
安
定
し
た
水
道
事
業

の
経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
事
業

の
運
営
上
必
要
経
費
と
し
て
の
支
出
に

見
合
う
収
入
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

と
水
道
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
の
努
力

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

新しい料金表（表A)
へ､ 料金 基本料金 超 過 料 金

種別 ＊~ （ 1か月につき）
（ 1立方メートルにつき）用途、､､、水 量料 金

9立方メートル以上

20立方メ トル以下は 1 0 0円

一般用 8立方メートル 21立方メートル以上760円40立方メートル以下は 1 1 0円
以下

41立方メートル以上
100立方メ トル以下は 1 30円
101立方メートル以上は 1 6 0円

專 16立方メ トル以上
20立方メートル以下は 1 00円
21立方メートル以上

用営業用 1 5立方メートル
以下1 ：460円40立方メートル以下は 1 1 0円41立方メートル以上

100立方メートル以下は 1 30円
給

101立方メートル以上は 1 60円

営業用

つ
ま
り
、
市
で
経
営
す
る
事
業
で
あ

り
な
が
ら
、
水
道
は
、
完
全
な
独
立
採

算
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
月
の
検
針
分
か
ら

新
し
い
料
金
に

現
在
の
市
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
嶋

年
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

社
会
経
済
の
変
動
に
よ
っ
て
、
現
状
に

そ
ぐ
わ
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
の
水

道
事
業
の
安
定
と
長
期
的
な
経
営
が
困

難
と
な
る
の
で
、
昭
和
別
年
４
月
１
日

か
ら
水
道
料
金
が
表
Ａ
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
す
。

料
金
体
系
は
、
基
本
料
金
プ
ラ
ス
小

口
か
ら
大
口
ま
で
、
四
段
階
に
わ
た
り

段
階
別
超
過
料
金
に
超
過
水
量
を
加
え

〆
，
）

1 1 0円

1 30円

1 60円

1 30円

1 60円

50円

1 60円

51立方メートル以上

工業用‘0立方ﾒｰ路5,460円;'00壷方ﾒｰﾄﾙ以下'』置 101立方メートル以上は

浴場営業用'00寸方ﾒｰ秘下5.0,0円'0'立方ﾒｰﾄﾙ以上'よ
臨時用， 0立方メー刷柴，300円， ,立方メートル以里

學I

共用

給水一般用8立方ﾒｰﾄﾉ世下 760円専用給水装置装置 一般用に同じ
専用給水装置
一般用に同I

20. 000
16.467人市水道の給水人口の延び

（48年から53年まで）15．000

12,478人

演習に使用するとき
は200円とし、 5分を
は1分ごとに50区

き10，000 は， 5分以内

を超える場合に
円を加える二蕪水道事業開始時(48年)と今の給水

人口を比較すると約7倍の延び’－2，320

人／
・新水道料金の計算方法
（基本料金)＋(段階別超過料金×超過水量)十メーター使用料

5．000
Iか月水道

使用料’

|ﾒｰﾀｰ|口径 1 3mm
l使用料|金額’ 50円

40mm 50m1 75mm 1
250円 700円1000=|

20mm 1 25mm
100円 120円

30mm

170円

人
53 （年）

12 4 12(月）
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市報たかはぎ(3） 昭和54年3月

「
畳
は
長
方
形
だ
け
で
は
な
い
の
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
形
に
つ
く
れ
ま
す
。
‐
｜

と
話
す
職
業
訓
練
法
人
茨
城
県
畳
高
等

職
業
訓
練
校
（
大
字
赤
浜
）
の
校
長
樫

村
長
次
（
田
歳
）
さ
ん
Ⅱ
東
本
町
１

の
７
Ⅱ
は
、
畳
工
芸
品
の
技
術
指
導
者

で
す
。

畳
工
芸
品
の
技
術
指
導
者
樫
村
長
次
さ
ん

訓
練
生
の
作
品
は
２
年
連
続
労
働
大
臣
賞

一、一ヘーヘーヘハニへ三一、三ヘニンーーーヱヱミシーシニ

そ
れ
に
メ
ー
タ
ー
使
川
料
を
プ
ラ
ス
し

た
も
の
が
新
し
い
水
道
料
金
の
計
算
と

な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、

○
一
般
家
庭
用
蝿
弗
で
１
か
月
の
水
の

使
用
量
が
鴫
祁
の
場
合
は

討
つ
田
十
ご
つ
型
（
届
ミ
ー

函
弐
×
］
ｇ
田
）
十
ｇ
田

Ⅱ
］
ひ
己
田

○
営
業
用
加
酩
で
１
か
月
の
水
の
使
用

量
が
訓
流
の
場
合
は

暘
急
里
幽
十
号
９
つ
現

ｐ
ｇ
田
ｘ
ｍ
ミ
＋
昌
己
囮
×

ｇ
ミ
）
十
邑
三
型
Ⅱ
⑭
』
ｇ
田

と
な
り
、
一
般
家
庭
の
１
か
月
の
水

畳
工
芸
品
は
、
家
庭
用
の
畳
を
利
用

し
て
作
っ
て
い
る
も
の
で
訓
練
生
の
作

品
が
、
盟
年
・
弱
年
と
畳
技
術
の
部
門
で

２
年
連
続
労
働
大
臣
賞
に
輝
い
て
い
る

樫
村
校
長
は
、
自
宅
で
畳
業
を
経
営

し
て
い
た
が
、
妬
年
畳
業
組
合
が
設
立

さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
〃
年
訓
練
校
を

開
校
。
初
代
畳
訓
練
枝
の
校
長
と
し
て

昼
と
慨
工
芸
品
試
作
加
工
の
技
能
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
。

「
開
校
当
時
は
、
家
庭
用
の
儲
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。
家
業
が
畳
業
と
い
う

生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
か
ら
、
入
校

し
て
も
す
ぐ
や
め
て
し
ま
う
ん
で
す
。

一
時
は
哩
名
の
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

道
使
用
料
金
は
、
１
，
５
１
０
円
で
、

営
業
用
が
１
か
月
３
，
１
６
０
円
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
計
算
方
法
は
、
４
月
１
日
か
ら

改
正
さ
れ
る
新
し
い
水
道
料
金
と
し
て

５
月
検
針
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
料
金
算
定
期
間
は
、
昭
和
別

年
度
か
ら
昭
和
弱
年
度
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
水
道
事
業
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
水
道
の
こ
と
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は

水
道
課
（
電
②
３
６
４
２
）
へ
ど
う

ぞ
。

畳
工
芸
品
の
飾
り
畳
や
び
ょ
う
ぶ
、

つ
い
た
て
、
花
台
な
ど
は
、
全
国
各
地

を
ま
わ
っ
て
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
５
年
前

か
ら
取
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
」
と
苦

労
談
。現
在
、
生
徒
は
詔
名
で
全
寮
制
、
全

国
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。
訓
練
期

間
は
、
２
年
と
３
年
の
短
期
養
成
。
年

３
回
（
１
回
５
日
間
）
の
特
別
講
座
も
あ

る
。
昨
年
ま
で
の
卒
業
生
は
踊
名
で
、

特
別
講
座
生
は
蝿
名
。

「
県
外
か
ら
の
見
学
者
も
多
い
で
す

よ
。
今
で
は
生
徒
も
申
し
込
み
が
殺
到

し
て
。
：
。
飾
り
畳
を
、
郷
土
の
民
芸
品

に
で
も
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
ね
」

と
実
践
に
即
応
し
た
指
導
を
し
て
い
る

為
Ｗ
民
鳥
鯵

○
日
興
建
設
ラ
ピ
ッ
ト
会

、
６
０
０
０
円

○
大
竹
甲
子
さ
ん
Ⅱ
有
明
町
１
，
０
０
０
円

○
石
栄
さ
ん
Ⅱ
本
町３
０
，
０
０
０
円

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ

臨
海
学
園
へ
Ⅱ
と
び
箱
、
マ
ッ
ト

バ
レ
ー
ポ
ー
ル
ュ
’
一
ホ
ー
ム

寄
贈
（
中
央
公
民
館
へ
）

○
荒
井
友
次
さ
ん
Ⅱ
大
和
町

書
架
７
段
４
連

○
豊
田
正
春
さ
ん
Ｉ
上
君
田

変
木
（
置
き
物
）
１
個

○
鈴
木
猷
さ
ん
Ⅱ
下
君
田

掛
け
軸
１
嚥

○
茨
城
県
畳
高
等
職
業
訓
練
校

飾
り
畳
１
点

１
万
ｍ
ｏ
ｌ
２ －総配水量(㎡）の推移

（いずれの年も12月現在）

鰄
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呈
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あ
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と
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霊
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／
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ノ
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。
な
の
が
５
勿

／

〃
辛
夕
す
と
こ
項
皿
“

″
》
〃

／
ま
で
、
事
線
〃

唖
永
生
し
ま
り
録
。
内
控

せ
日
あ
登
す
ｕ
〃

／

〃
‐
し
見
別
で
の
で
皿
〃
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ノ
ノ

せ
ぉ
ら
中
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の
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兄
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》
を
罫
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霊
酔
誕
や

／

〃
Ｅ
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資
、
一
固
が
定
抄

祢
剖
匪
津
郷
儘
媚
麺
》

／／ノノ

／
／

税
で
嗽
鋼
垂
維
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抄

／〃ノノ／／

課
醒
罪
弛
癌
乙
峰
呼
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／
／
／
ノ

産
別
税
が
立
の
と
妙

ノノ／／

ら
課
す
成
ん
こ
／

／／

資
か
産
ま
が
せ
い
ふ

／／〃／

定
日
資
り
案
ま
し
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〉

ノノノノ

》
固
唖
匪
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唾
赴
や
》
〉

ノノ

っ
改
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ノ

ク

グ

ぐ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ぷ
べ
、
ぺ
ぺ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
試
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ベ
×
、
、
琴
や

4月の日曜診療のお知らせ

診療時間は午前9時から午後4時まで

院 ｜ 大和町 ’4月1日｜ 内 田病 (2) 2137

(2) 2235

(十王）3266

(2) 2202

(2) 2420

〃 8日｜ 飯 医院

|+拙離
筐．
3,T制可

1 院
一
院

王医

町〃 15日 樋渡 医 大和

青
一
宮

医 春日町22日 沼医院″
｜
″ 本 町 ’内医院29日 (2) 2306

魔たばこは市内で買いましょう（2月分のたばこ消費税売上本数5,925,000本、税額7,288,200円）
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一

騨織識』』溌齢蝋

:

簿礎:雛』蕊鐇』』

700人を集め安全を願う 灘鋳
識録拷

「交通死亡事故追放豆まき大会」 ；I溌
球瀞諜蛎
J : 喪』』』職』藍

これ以上悲惨な交通死亡事故をなくそうと、 2月10日市役所蕊箪《 !; I
＃#廟;剛

前広場で交通死亡事故追放豆まき大会が開かれました。 : i 蕊:”
会場には、親子づれなど約700人が参加。交通安全祈願のあ 雪

と年男などによって、袋入れのピーナッツがまかれ、自転車:NMI:
． .二

など多くの景品も用意され配られました。

最後に参加者全員は、交通安全の願いを新らたにしました慾;"〆
識で

▼ 鷲篭溌:澱
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垂一

さ
る
２
月
昭
日
、
秋
山
小
学
校
を
ス

タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
、
・
７
キ
ロ

の
子
ど
も
会
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
、
蛇
チ
ー
ム
で
、
沿

道
か
ら
父
兄
の
声
援
を
受
け
喝
区
間
で

走
力
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

さ
る
虹
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
こ

の
大
会
は
、
健
康
な
体
力
を
養
い
、
地

域
の
体
育
の
関
心
を
深
め
、
子
ど
も
会

の
健
全
育
成
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
、
今

年
で
昭
回
目
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す

秋
山
小
で

子
ど
も
会
駅
伝

惨

１

１

と

Ｅ

拝

の
植
生
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

す
ば
ら
し
い
松
林
だ
。
自
然
保
護
に

対
す
る
地
元
為
政
者
の
す
ぐ
れ
た
感
覚

が
し
の
ば
れ
る
。

自
然
を
楽
し
む

戦
前
、
多
賀
郡
一
帯
の
海
岸
は
見
事

な
松
原
が
続
い
て
い
た
。
か
っ
て
、
水

戸
の
徳
川
光
圀
が
師
事
し
た
朱
舜
水
は

白
砂
青
松
、
風
光
明
媚
（
ふ
う
こ
う
め

い
び
）
な
多
賀
の
山
水
に
た
い
へ
ん
心

を
打
た
れ
「
こ
の
地
異
気
あ
り
、
後
世

偉
人
出
づ
く
し
」
と
ほ
め
ち
ぎ
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
な
の
に
、
終
戦
直
後
か
ら

の
様
相
は
一
変
し
た
。

製
塩
工
場
の
乱
立
、
松
林
の
み
る
も

あ
わ
れ
な
伐
採
、
白
砂
青
松
を
誇
っ
た

海
岸
の
〈
マ
ザ
ク
も
姿
を
消
し
、
ハ
マ

ナ
ス
の
自
然
植
生
も
あ
と
を
た
っ
た
。

海
岸
線
一
帯
に
堤
防
が
き
ず
か
れ
、

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
が
置
か
れ
た
。

戦
前
、
真
夏
に
は
千
余
人
の
海
水
浴

客
で
に
ぎ
わ
っ
た
高
萩
海
岸
は
、
海
水

↑
《
（
、
）

一

寸

由

一

＜35＞

九
州
唐
津
湾
松
浦

潟
に
そ
い
、
唐
津
市

か
ら
東
へ
の
び
て

「
虹
（
に
じ
）
の
松

原
」
が
あ
る
。

全
長
約
８
キ
ロ
、

玄
海
国
定
公
園
の
一

部
で
、
東
唐
津
に
あ

る
国
民
宿
舎
を
除
け

ば
ほ
と
ん
ど
、
自
然

戦
前
の

高
萩
海
岸
を
と
り
も
ど
し
た
い

浴
禁
止
区
域
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

山
手
の
開
発
に
引
き
か
え
、
海
岸
線

は
、
た
だ
、
退
歩
だ
け
な
の
が
残
念
で

あ
る
。
よ
っ
て
次
の
提
唱
を
し
た
い
。

一
、
隣
市
町
と
連
絡
し
て
、
現
在
の
海

岸
線
の
松
林
を
風
致
地
区
に
指
定
、

斧
を
入
れ
さ
せ
な
い
。

二
、
潮
流
、
漂
砂
、
岩
礁
（
大
咲
浪
、

小
咲
浪
）
な
ど
、
充
分
調
査
の
上
、

人
工
岩
礁
、
大
陸
棚
を
造
成
、
こ
れ

に
よ
り
魚
介
類
の
養
殖
、
防
波
堤
的

な
効
果
を
ね
ら
う
。

三
、
関
根
川
河
口
か
ら
、
高
戸
浜
に
い

た
る
海
岸
線
を
解
放
し
、
潮
干
狩
、

磯
釣
り
を
自
由
に
楽
し
ん
だ
往
時
に

か
え
す
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
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国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
り
、
障

害
者
と
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
母
子
家

庭
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
に
年
金
を
支

払
っ
て
、
加
入
者
の
生
活
安
定
を
図
る

た
め
の
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
国
民
年
金
は
、
物
価

の
変
動
に
よ
っ
て
年
金
額
な
ど
を
み
な

お
し
、
そ
の
充
実
改
善
を
図
る
こ
と
と

し
て
、
昨
年
７
月
に
拠
出
年
金
、
８
月

に
福
祉
年
金
の
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

「
開
基
帳
」
（
彰
考
館
文
書
）
に
よ

れ
ば
、
寺
岡
氏
（
平
但
馬
守
）
は
応
永

三
年
（
一
三
九
六
）
菩
提
寺
と
し
て
上

手
綱
村
に
曹
洞
宗
の
香
林
山
長
宏
寺
を

開
き
、
そ
の
家
臣
の
藤
原
二
郎
四
郎
家

信
も
、
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
同

村
に
長
泉
院
と
い
う
菩
提
寺
を
建
立
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
合
戦
に

敗
れ
て
所
領
を
失
い
、
上
手
綱
の
墓
所

を
す
て
て
逃
れ
去
っ
て
行
っ
た
。

"､“、
nq厳史

４
月
か
ら
保
険
料
が

３
，
３
０
０
円
に
な
り
ま
す

赤浜妙法寺過去帳

（三十）

志田諄一

と
こ
ろ
で
、
年
金
給
付
は
、
加
入
者

の
保
険
料
の
積
立
金
と
国
庫
金
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
年
金
給
付
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険

料
の
額
の
引
き
上
げ
も
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
民
年
金

の
保
険
料
の
額
が
４
月
分
か
ら
１
か
月

に
つ
き
３
，
３
０
０
円
に
改
正
さ
れ
ま

す
。
喝
将
来
の
あ
な
た
の
年
金
を
よ
り
よ
く

こ
の
こ
ろ
の
妙
法
寺
の
住
職
は
、
日

政
上
人
で
あ
っ
た
。
日
政
上
入
は
寺
岡

氏
と
家
臣
や
そ
の
家
族
が
上
手
綱
を
去

っ
た
、
応
永
二
十
四
年
（
一
四
一
七
）

に
は
四
十
六
歳
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は

そ
れ
か
ら
九
年
後
に
五
十
五
歳
で
、
こ

の
世
を
去
っ
て
行
く
。
人
生
も
晩
年
に

近
い
こ
の
僧
は
、
妙
法
寺
の
あ
っ
た
大

高
台
か
ら
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
支
配
者

の
交
替
を
眺
め
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
永
享
二
年
（
一
四
三
○
）
十
二
月
十

六
日
に
死
亡
し
た
大
塚
氏
が
、
「
妙
浄
禅

門
」
と
い
う
日
蓮
宗
（
妙
浄
）
と
禅
宗

（
禅
門
）
に
関
連
し
た
法
名
を
有
し
て

い
る
の
は
、
寺
岡
氏
の
支
配
の
あ
と
に

上
手
綱
の
農
村
に
入
っ
た
大
塚
氏
が
、

農
民
の
支
持
を
得
る
た
め
曹
洞
宗
の
長

）

国民年金
－

す
る
た
め
に
も
、
保
険
料
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
ご
那
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

年
金
の
こ
と
な
ら

年
金
相
談
会
へ
ど
う
ぞ

年
金
係
で
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
、
通
算
老
齢
年
金
な
ど
の
年
金
相
談

会
を
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
出
か
け
に
な
っ
て
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
会
の
日
ど
り

○
と
き
３
月
調
日
（
金
）

午
前
９
時
鋤
分
か
ら
午
後
３

時
ま
で

○
と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

宏
寺
を
保
護
し
、
日
蓮
宗
の
妙
法
寺
か

援
助
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

上
手
綱
に
あ
る
現
在
の
長
宏
寺

「
鞍
」
と
ほ
で
ふ
り

中
戸
川
三
代
現
前

そ
こ
に
昔
、
話
し
だ
か
ら
分
か
ん
ね

一
舞

え
け
ど
、
竜
が
い
た
っ
て
い
う
ん
だ
よ

ね
。
そ
の
滝
に
い
た
竜
だ
か
、
蛇
だ
か
が

雌
を
干
し
た
ん
だ
と
言
う
ん
だ
よ
ね
。

そ
の
石
の
上
に
、
ち
ょ
う
ど
馬
の
背
中

の
よ
う
に
な
っ
た
石
で
、
家
の
田
縁
に

あ
っ
た
ん
だ
。
大
き
な
石
で
ね
。
そ
の

上
さ
、
そ
の
鞍
を
干
し
て
た
わ
け
な
ん

だ
よ
ね
。

そ
し
た
ら
、
そ
の
こ
ろ
大
津
の
方
か

ら
魚
売
り
に
き
た
、
そ
れ
を
ぼ
で
ふ
り

っ
て
言
っ
て
い
た
ん
だ
よ
ね
。
天
秤
で

両
方
に
か
つ
い
で
ね
。

道
を
歩
い
た
ら
、
た
だ
馬
が
通
る
く
ら

い
の
道
路
で
し
ょ
う
。

そ
ん
で
魚
を
あ
げ
ち
ゃ
っ
て
、
大
能
か

ら
帰
っ
た
ら
、
何
ん
だ
か
、
そ
の
た
い

し
た
光
る
も
の
が
乗
つ
か
っ
て
い
る
ん

だ
っ
て
ね
。
そ
の
石
の
上
に
、

「
こ
り
や
い
い
も
の
見
つ
け
た
。
」
っ

て
思
っ
て
持
っ
て
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
。

そ
し
て
今
度
、
あ
の
竜
だ
か
蛇
だ
か
分

か
ん
な
い
が
、
昼
寝
し
て
て
、
目
が
さ

め
た
ら
鞍
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ

よ
ね
。
そ
う
し
て
、
こ
う
見
た
ら
、
ず

っ
と
名
馬
里
の
あ
た
り
、
こ
う
職
を
か

か
え
て
行
く
ん
だ
っ
て
。

昔
は
山
を
通
っ
た
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
で

１
吋
ａ
）

た
か
唾
童
の

(その⑨）

「
鞍
返
せ
、
鞍
返
せ
」
っ
て
そ
の
ど
な

っ
た
ん
だ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
間
こ
え
た

ん
だ
か
、
聞
こ
え
ね
ぶ
り
し
て
行
つ
ち

ま
っ
た
の
か
、
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
行

ち
ま
つ
た
っ
て
い
う
ん
だ
よ
ね
。
ほ
ん

で
、
そ
こ
を
よ
ぱ
り
の
そ
ね
っ
て
言
う

ん
だ
よ
ね
。
ぽ
で
ふ
り
は
と
う
と
う
そ

の
夜
は
帰
ん
ね
え
ち
ま
っ
て
そ
の
晩
、

急
に
病
気
に
な
つ
ち
ま
っ
て
死
ん
じ
ゃ

つ
た
っ
て
言
っ
て
た
な
あ
。

こ
の
昔
話
は
、
話
者
の
話
し
言
葉
を

、
そ
の
ま
ま
書
き
起
し
た
も
の
で
す
。

＊
ぽ
で
ふ
り
；
：
・
天
秤
棒
の
両
端
に
長

方
形
の
魚
箱
を
吊
り
下
げ
で
鮮
魚
を
売

り
歩
く
人

高
萩
市
教
育
委
員
会
内

高
萩
の
民
話
調
査
編
集
委
員
会

電
話
③
１
１
３
１


